
ｆ
ｌ
ｌ

・
一
宮
地
嘉
六
略
年
譜
（
年
齢
は
数
え
歳
）

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
一
歳

六
月
十
一
日
、
佐
賀
市
唐
人
町
三
十
三
番
地
に
、
父
林
三
郎
、
母
ヨ
シ

宮
地
嘉
六
略
年
譜
並
著
作
目
録

「
ｌ
君
は
天
才
で
は
な
か
っ
た
が
、
よ
く
六
十
五
歳
の
長
き
を
生
き
た
。
君

は
貧
乏
と
い
ふ
も
の
に
ど
こ
ま
で
堪
へ
得
ら
れ
る
か
を
身
を
以
て
実
験
し
た
。
ま

た
孤
立
と
孤
独
で
ど
こ
ま
で
生
き
て
ゆ
け
る
か
を
実
験
し
た
人
で
も
あ
っ
た
。

若
し
君
が
二
十
代
で
死
ん
で
ゐ
た
ら
一
個
の
労
働
者
で
終
っ
た
こ
と
に
な
っ
た
ら

う
。
若
し
ま
た
三
十
歳
前
後
で
死
ん
で
ゐ
た
ら
傷
ま
し
い
一
個
の
文
学
青
年
と
し

て
終
っ
た
で
あ
ら
う
。
更
に
ま
た
四
十
歳
前
後
で
死
ん
で
ゐ
た
ら
惜
し
む
ゞ
へ
き
新

進
作
家
と
い
は
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。
若
し
ま
た
五
十
歳
前
後
で
死
ん
で
ゐ
た
ら
、

女
房
に
逃
げ
ら
れ
て
二
児
を
抱
へ
な
が
ら
悶
死
し
た
と
い
は
れ
た
で
あ
ら
う
。
更

に
ま
た
、
終
戦
前
後
に
死
ん
で
ゐ
た
ら
栄
養
失
調
で
倒
れ
た
と
い
ふ
．
こ
と
に
な
っ

た
で
あ
ら
う
。
然
る
に
承
は
よ
く
粗
食
欠
食
に
耐
へ
て
今
日
ま
で
生
き
な
が
ら
へ

た
。
君
の
一
生
は
ま
こ
と
に
恵
ま
れ
ざ
る
一
生
で
は
あ
っ
た
が
、
今
や
二
児
は
成

人
せ
り
。
君
の
使
命
は
果
た
さ
れ
た
り
と
い
ふ
く
き
か
。
以
て
瞑
す
べ
し
。
弔
辞

終
り
ｌ
」
（
「
老
残
」
模
擬
告
別
式
弔
辞
よ
り
）

宮
地
嘉
六
略
年
譜
並
著
作
目
録

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
二
歳

母
ヨ
シ
が
チ
ブ
ス
に
罹
っ
て
亡
く
な
っ
た
（
享
年
二
十
歳
）
｜
」
と
か
ら
、

父
林
三
郎
は
自
暴
自
棄
を
お
こ
し
て
放
埒
な
生
活
が
続
い
て
出
奔
し
た

た
め
に
、
嘉
六
は
佐
賀
市
寺
町
に
住
む
小
林
（
？
）
タ
キ
の
家
へ
里
子

に
あ
ず
け
ら
れ
た
・

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
三
歳
・

佐
賀
県
佐
賀
郡
愛
敬
島
村
妙
念
寺
前
に
住
む
母
方
の
祖
母
吉
田
サ
カ
に

引
取
ら
れ
、
祖
母
サ
カ
と
母
の
妹
ヒ
サ
の
手
で
育
て
ら
れ
た
。

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
○
）
七
歳

祖
母
サ
カ
が
亡
く
な
り
、
叔
母
ヒ
サ
も
嫁
い
だ
の
で
、
そ
の
頃
坂
口
村

（
現
三
養
基
郡
三
根
村
）
で
筑
後
川
の
防
水
工
事
に
従
い
、
内
縁
の
妻
イ

ソ
と
同
棲
し
て
い
た
父
林
三
郎
に
引
取
ら
れ
た
。

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
八
歳

父
林
三
郎
は
イ
ソ
と
別
れ
、
嘉
六
が
「
第
三
の
継
母
」
と
よ
ぶ
ノ
ブ
と

再
婚
。
佐
賀
県
神
崎
郡
神
崎
町
に
住
み
、
嘉
六
は
土
地
の
小
学
校
に
通

っ
た
。

四
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明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
九
歳

一
家
は
佐
賀
市
に
帰
り
、
父
林
三
郎
は
旅
館
を
開
業
し
た
（
は
じ
め
駅
前

《
タ
テ

で
若
松
屋
と
称
し
た
が
、
間
も
な
く
移
転
し
て
屋
号
を
二
十
屋
と
改
め
、
更
に
駅

前
に
移
っ
て
王
屋
と
更
め
た
・
土
地
の
人
は
玉
屋
が
町
角
に
位
置
し
て
い
た
の
で

角
玉
屋
と
呼
ん
で
い
た
）
。
こ
の
頃
か
ら
継
母
ノ
ブ
は
嘉
六
を
冷
遇
し
た
。

神
野
尋
常
小
学
校
二
年
に
細
入
学
。

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
十
歳

義
妹
シ
ズ
エ
が
生
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
嘉
六
に
対
す
る
継
母
ノ
ブ

の
仕
打
ち
は
一
層
冷
た
く
な
り
、
父
林
三
郎
は
ノ
ブ
へ
の
遠
慮
も
あ
っ

て
、
嘉
六
を
小
学
校
を
中
退
さ
せ
、
叔
母
ヒ
サ
が
嫁
い
で
い
た
佐
賀
市

松
原
町
の
仕
立
屋
岸
川
松
太
郎
方
へ
弟
子
入
り
さ
せ
た
。

明
治
二
十
九
年
二
八
九
六
）
十
三
歳

こ
の
年
の
春
、
嘉
六
は
気
管
支
カ
タ
ル
か
ら
肺
を
悪
く
し
、
父
の
家
へ

帰
っ
て
し
ば
ら
く
静
養
し
て
い
た
が
、
岸
川
方
へ
戻
ら
さ
れ
た
。
嘉
六

は
病
気
を
理
由
に
再
び
父
の
家
へ
帰
っ
た
が
、
下
駄
屋
の
小
僧
に
出
さ

れ
た
。
程
な
く
下
駄
屋
を
や
め
た
嘉
六
は
、
佐
世
保
海
軍
造
船
廠
の
職

工
を
し
て
い
た
嘗
て
の
町
内
の
遊
び
友
達
井
上
椎
八
に
会
い
、
職
工
に

な
っ
て
自
立
し
よ
う
と
決
意
し
て
、
十
月
末
佐
世
保
へ
発
っ
た
。
カ
ン

カ
ン
虫
や
、
佐
世
保
鎮
守
府
司
令
長
官
柴
山
矢
八
中
将
官
邸
の
ボ
ー
イ

と
し
て
働
い
た
後
、
佐
世
保
海
軍
造
船
廠
木
工
場
の
手
伝
い
人
夫
（
日

給
二
十
銭
）
、
造
船
鉄
工
部
見
習
工
（
日
給
十
銭
、
後
に
二
十
五
銭
）
と
な
る
。

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
一
）
十
五
歳

長
崎
三
菱
造
船
所
に
入
り
見
習
工
（
日
給
二
十
銭
）
と
な
る
が
、
約
三
ケ

月
で
佐
世
保
へ
戻
り
、
町
工
場
の
鍜
治
屋
の
サ
キ
テ
を
経
て
、
佐
世
保

海
軍
造
船
廠
製
雌
工
場
に
入
る
（
日
給
四
十
五
銭
）
。

明
治
三
十
三
年
（
一
九
○
○
）
十
七
歳

こ
の
年
の
は
じ
め
、
佐
枇
保
海
軍
造
船
廠
を
や
め
て
一
旦
佐
賀
へ
帰
る
。

四
月
、
創
設
間
も
な
い
呉
海
軍
工
廠
第
二
工
場
へ
入
り
旋
盤
工
（
日
給

四
十
五
銭
）
と
な
る
。
呉
海
軍
工
廠
に
入
っ
て
間
も
な
く
、
父
林
三
郎

危
篤
の
報
を
う
け
て
急
い
で
帰
郷
し
た
が
、
既
に
他
界
し
て
い
た
。
享

年
四
十
二
歳
。
叔
母
ヒ
サ
夫
婦
は
家
業
を
継
ぐ
一
‘
一
と
を
す
す
め
た
が
、

継
母
ノ
ブ
と
の
折
合
い
を
考
え
て
断
り
、
呉
へ
戻
る
。

明
治
三
十
四
年
（
一
九
○
一
）
十
八
歳

呉
海
軍
工
廠
第
四
工
場
に
入
る
試
験
を
う
け
た
が
、
右
胸
部
軽
微
失
鵬

の
た
め
身
体
検
査
が
不
合
格
と
な
り
、
臨
時
届
職
工
（
日
給
七
十
銭
）
と

な
る
。

明
治
三
十
五
年
（
一
九
○
二
）
十
九
歳

労
働
の
余
暇
に
武
島
羽
衣
、
大
町
桂
月
等
の
美
文
集
、
大
橘
乙
羽
の
紀

行
文
、
尾
崎
紅
葉
、
川
上
眉
山
、
幸
田
露
伴
、
村
上
浪
六
、
広
津
柳
浪

等
の
小
説
を
愛
読
し
て
い
た
が
、
浪
六
の
一
当
世
五
人
男
」
に
刺
激
さ

れ
て
、
文
学
を
勉
強
し
た
い
希
望
か
ら
上
京
。
京
橋
八
丁
堀
幸
町
に
下

宿
し
、
両
国
橋
の
工
事
を
諸
負
っ
て
い
た
芝
田
町
の
富
岡
鉄
工
場
へ
旋

盤
工
（
日
給
八
十
銭
）
と
し
て
勤
め
た
が
、
約
六
ヶ
月
で
や
め
、
石
川
島

造
船
所
（
日
給
六
十
銭
）
へ
入
る
。

明
治
三
十
六
年
（
一
九
○
三
）
一
一
十
歳

石
川
島
造
船
所
を
約
二
ヶ
月
で
や
め
、
神
田
今
川
町
の
製
本
屋
に
勤
め

､

四
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た
が
、
就
職
一
日
目
で
や
め
る
。
八
月
、
東
京
で
の
生
活
に
夢
の
破
れ

た
嘉
六
は
、
東
海
道
を
徒
歩
で
下
り
、
十
五
日
目
に
神
戸
に
辿
り
着
き

川
崎
造
船
所
へ
入
っ
た
が
、
約
二
ヶ
月
で
や
め
、
一
旦
佐
賀
に
帰
り
佐

世
保
海
軍
工
廠
へ
入
る
。
「
放
浪
者
富
蔵
」
は
東
海
道
を
徒
歩
で
下
っ

た
時
の
体
験
を
骨
子
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

明
治
一
二
十
七
年
（
一
九
○
四
）
二
十
一
歳

徴
兵
検
査
を
う
け
て
第
一
補
充
兵
と
な
る
。
検
査
後
、
呉
海
軍
工
廠
の

特
別
職
工
（
日
給
一
円
）
と
な
っ
た
が
、
召
集
を
う
け
て
下
関
要
塞
砲
兵

聯
隊
に
入
り
、
第
一
中
隊
火
の
山
砲
台
守
備
隊
に
勤
務
中
、
リ
ュ
ー
マ

チ
を
患
っ
て
衛
戌
病
院
に
送
ら
れ
、
更
に
小
倉
の
野
戦
病
院
へ
移
る
。

入
院
中
、
小
説
を
愛
読
。

明
治
三
十
八
年
二
九
○
五
）
二
十
二
歳

九
月
、
除
隊
。
呉
海
軍
工
廠
第
九
工
場
へ
入
っ
た
。
こ
の
頃
、
火
鞭
会

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
及
川
鼎
寿
を
知
っ
て
、
急
激
に
社
会
主
義
思
想

に
共
鳴
す
る
よ
う
に
な
り
、
文
学
に
深
い
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
小
説
を
読
み
、
文
章
を
作
る
こ
と
に
熱
中
し
、
宮
地
弾
丸
の

筆
名
で
。
『
呉
毎
日
』
に
十
五
六
枚
の
創
作
を
投
稿
、
「
船
小
屋
硯
」
「
雲

雀
」
「
花
の
ゆ
く
へ
」
等
が
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
じ
頃
外
国
文
学

を
読
み
は
じ
め
、
。
コ
リ
キ
ー
に
触
発
さ
れ
て
、
小
説
家
と
し
て
世
に
立

と
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

明
治
四
十
一
年
（
一
九
○
八
）
二
十
五
歳

三
月
、
二
度
目
の
上
京
。
友
人
の
紹
介
で
舟
木
重
雄
を
知
り
、
早
稲
田

の
文
科
生
の
創
作
グ
ル
ー
プ
「
稲
風
」
同
人
会
に
出
席
し
た
り
し
た
・

宮
地
嘉
六
略
年
譜
並
著
作
目
録

ま
た
、
こ
の
頃
森
川
町
に
徳
田
秋
声
を
訪
ね
た
。
上
京
後
、
生
活
の
樋

を
求
め
て
芝
の
町
工
場
へ
入
っ
た
が
、
父
の
遺
産
三
百
円
が
入
っ
た
の
．

で
秘
な
く
や
め
、
従
妹
の
世
話
で
鍋
島
家
邸
内
の
長
屋
に
寄
戊
し
て
、

午
前
中
は
正
則
英
学
校
へ
、
午
後
は
早
稲
田
大
学
の
聴
講
生
と
し
て
通

っ
て
い
る
う
ち
に
、
遺
産
も
残
り
少
く
な
り
呉
へ
戻
っ
て
海
軍
工
廠
へ

入
っ
た
。

明
治
四
十
四
年
（
一
九
二
）
二
十
八
歳

こ
の
頃
、
「
お
千
代
と
其
の
母
」
の
原
型
と
な
っ
た
五
六
十
枚
の
作
師

を
完
成
。

明
治
四
十
五
年
（
一
九
二
一
）
二
十
九
歳

三
月
、
呉
海
軍
工
廠
で
お
こ
っ
た
造
兵
祁
職
工
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
第
九

工
場
の
代
表
と
し
て
参
加
。
検
挙
さ
れ
て
広
島
監
獄
に
拘
禁
さ
れ
た
が
、

九
月
大
赦
令
に
よ
り
無
罪
と
な
る
。
出
献
後
、
呉
の
商
工
会
や
新
聞
社

に
勤
め
た
。

大
正
二
年
二
九
二
三
）
三
十
歳

三
月
、
三
度
目
の
上
京
。
舟
木
と
の
関
係
か
ら
『
奇
蹟
』
同
人
に
加
わ

る
。
町
工
場
に
一
時
勤
め
た
が
要
注
意
人
物
と
し
て
当
局
の
干
渉
が
厳

し
く
、
労
働
生
活
を
続
け
る
こ
と
を
断
念
。
及
川
の
紹
介
で
売
文
社
に

堺
利
彦
を
訪
ね
、
写
字
の
仕
事
に
つ
く
。

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
三
十
一
歳

五
月
、
『
牛
込
タ
イ
ム
ス
」
と
い
う
選
挙
新
聞
に
勤
め
て
い
た
塒
、
牛

込
区
会
議
員
に
立
候
補
し
て
い
た
坪
谷
善
四
郎
（
水
哉
）
の
選
挙
事
務

所
で
働
い
て
い
た
宮
島
資
夫
と
知
り
合
う
。
二
人
は
約
一
ヶ
月
の
間
共

四
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同
自
炊
生
活
を
送
っ
た
。
九
月
、
『
廿
世
紀
』
に
汗
の
人
と
い
う
匿
名

で
「
鉄
工
場
」
を
発
表
。
は
じ
め
て
原
稿
料
（
約
四
円
）
を
得
た
。
こ

れ
を
機
会
に
「
廿
世
紀
」
に
入
社
し
て
編
集
雑
務
を
担
当
。
次
い
で

『
新
公
論
』
に
入
社
、
訪
問
・
創
作
批
評
を
担
当
の
傍
ら
、
同
誌
に
「
佐

吉
」
「
帰
途
」
「
停
船
」
等
を
発
表
。

大
正
六
年
二
九
一
七
）
三
十
四
歳

八
月
、
『
早
稲
田
文
学
』
に
「
其
の
一
人
」
を
発
表
、
酷
評
を
う
け
た
。

秋
、
牛
込
の
下
宿
を
引
払
い
、
本
郷
千
駄
木
町
の
下
宿
に
移
る
。
食
う

や
食
わ
ず
の
生
活
で
「
免
囚
者
の
如
く
」
を
書
き
上
げ
、
堺
利
彦
の
世

話
で
「
中
外
」
（
大
七
・
四
）
に
発
表
、
好
評
を
得
る
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
三
十
五
歳

七
月
、
堺
利
彦
、
山
口
孤
剣
等
の
紹
介
で
「
煤
煙
の
臭
ひ
」
を
『
中
外
」

に
発
表
、
出
世
作
と
な
る
。
こ
れ
よ
り
嘉
六
の
名
と
共
に
労
働
文
学
の

機
運
が
急
速
に
拾
頭
し
た
。
こ
の
年
の
暮
、
小
川
未
明
の
も
と
に
集
ま

る
文
学
グ
ル
ー
プ
「
青
烏
会
」
に
参
加
。

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
三
十
六
歳

十
月
、
『
解
放
』
に
「
お
千
代
と
其
の
母
」
を
発
表
、
こ
の
作
品
の
た
め

同
誌
は
発
禁
と
な
る
。
同
月
、
第
一
短
篇
集
「
煤
煙
の
臭
ひ
』
を
刊
行
。

大
正
九
年
（
一
九
二
○
）
三
十
七
歳

一
月
、
「
黒
煙
」
新
方
針
を
発
表
、
寄
稿
者
の
一
人
と
し
て
嘉
六
の
名

が
掲
げ
ら
れ
た
・
同
月
、
第
二
短
篇
集
『
或
る
職
工
の
手
記
」
を
刊
行
。

五
月
、
第
三
短
篇
集
『
放
浪
者
富
蔵
』
を
刊
行
。
九
月
、
日
本
社
会
主

義
同
盟
に
加
盟
。

大
正
十
年
（
一
九
一
二
）
三
十
九
歳

二
月
十
二
日
、
堺
利
彦
の
媒
酌
で
山
崎
今
朝
弥
の
義
妹
山
形
俊
子
と
結
‐

西
ヶ
原
七
三
二
へ
転
居
。
十
一
月
、
女
児
が
生
ま
れ
た
が
生
後
一
ケ
月

で
死
亡
。
十
二
月
、
長
篇
小
説
「
群
像
』
を
刊
行
。

大
正
十
一
年
（
一
九
一
三
）
三
十
九
歳

一
月
、
俊
子
と
離
婚
。
九
月
、
中
篇
小
説
『
破
婚
ま
で
』
を
刊
行
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
四
十
歳

九
月
、
関
東
大
震
災
の
際
、
王
子
警
察
署
に
約
十
日
間
保
護
検
束
さ
れ

た
。

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
四
十
一
歳

水
戸
高
等
学
校
講
堂
で
行
わ
れ
た
『
い
ば
ら
き
新
聞
』
主
催
文
芸
講
演

会
で
水
守
亀
之
助
、
本
荘
可
宗
、
内
藤
辰
雄
、
多
田
文
三
と
講
演
、
演

題
は
「
労
働
文
学
に
つ
い
て
」
。
九
月
、
深
川
四
季
子
と
再
婚
。

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
四
十
三
歳

十
月
、
東
京
市
外
滝
野
川
字
西
ヶ
原
七
三
二
か
ら
東
京
市
外
滝
野
川
御

四
四

’



代
之
台
一
三
四
六
へ
転
居
。
十
一
月
「
新
潮
」
に
「
累
」
を
発
表
、
室

生
犀
星
、
宇
野
浩
二
の
激
賞
を
う
け
る
。
十
二
月
三
十
一
日
、
長
男
徹

郎
生
ま
る
（
戸
籍
上
は
昭
和
二
年
一
月
一
日
）
。
同
月
、
「
小
説
作
方
講
話
」

を
刊
行
。

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
四
十
四
歳

四
月
、
中
篇
小
説
集
「
累
」
を
刊
行
。
八
月
、
秋
永
芳
郎
、
深
川
正
一

郎
、
園
城
寺
健
、
清
藤
森
男
、
古
賀
残
星
と
、
宇
部
、
福
岡
、
佐
賀
、

佐
世
保
へ
講
演
旅
行
。

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
四
十
五
歳

三
月
一
日
、
長
女
弥
生
子
生
ま
る
。

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
四
十
六
歳

四
月
、
四
季
子
と
離
婚
。
「
報
知
新
聞
」
連
載
の
「
愛
の
十
字
街
」
の

原
稿
料
で
、
東
京
市
外
落
合
町
葛
ケ
谷
十
五
番
地
（
の
ち
淀
橋
区
西
落
合

一
の
九
に
地
番
改
正
）
に
新
居
を
か
ま
え
、
東
京
市
外
滝
野
川
町
御
代
之

台
一
三
四
六
よ
り
移
る
。

昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
四
十
七
歳

三
月
、
長
篇
小
説
『
愛
の
十
字
街
」
を
刊
行
。

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
五
十
五
歳

三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
佐
賀
新
聞
特
派
員
と
し
て
中
・
南
支
に
従
軍
。

杭
州
、
南
京
、
蕪
湖
、
蘇
州
等
を
ま
わ
る
。
十
一
月
、
随
筆
集
「
従
軍

随
筆
」
を
刊
行
。

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
五
十
六
歳

十
一
月
頃
帰
国
、
西
落
合
の
家
を
処
分
し
て
再
び
渡
支
、
海
南
島
方
面
・

宮
地
嘉
六
略
年
譜
並
著
作
目
録

を
ま
わ
る
。
二
度
目
の
帰
国
後
、
西
落
合
一
丁
目
に
間
借
り
し
、
の
ち

東
京
市
淀
橋
区
下
落
合
三
ノ
ー
四
七
○
・
玉
翠
荘
に
移
る
．

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
○
）
五
十
七
歳

六
月
、
『
中
央
公
論
』
に
「
覆
水
の
記
」
を
発
表
、
以
後
昭
和
二
十
七

年
三
月
『
中
央
公
論
」
に
「
老
残
」
を
発
表
す
る
ま
で
沈
黙
。
こ
の
頃
、

法
律
新
報
社
の
法
廷
記
者
と
し
て
公
刊
傍
聴
記
を
書
く
。

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
六
十
歳

財
団
法
人
日
本
文
学
報
国
会
の
嘱
託
と
な
る
。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
六
十
二
歳

八
月
一
日
付
で
日
本
文
学
報
国
会
事
務
局
京
橋
木
挽
町
分
室
長
と
な
る
。

終
戦
後
よ
り
、
麹
町
区
永
田
町
二
丁
目
一
番
地
日
本
文
学
報
国
会
窮
務

局
焼
跡
で
壕
舎
生
活
を
営
み
へ
茶
刻
を
も
っ
て
生
計
を
立
て
る
傍
ら
、

発
表
さ
れ
る
あ
て
も
な
い
ま
ま
に
、
小
説
、
随
筆
を
書
き
続
け
た
。

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
六
十
六
歳

十
一
月
、
自
叙
伝
小
説
『
職
工
物
語
』
を
刊
行
。

昭
和
三
十
年
（
一
九
四
五
）
七
十
二
歳

十
月
、
中
央
公
論
社
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
短
篇
集

『
老
残
』
刊
行
さ
る
・
十
一
月
二
十
九
日
、
レ
ス
ト
ラ
ン
東
京
で
『
老

残
」
出
版
記
念
会
が
催
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
七
十
三
歳

三
月
、
壕
舎
生
活
か
ら
東
京
都
北
区
王
子
本
町
二
ノ
ー
九
雌
鳥
山
都
営

住
宅
六
号
へ
移
る
。

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
七
十
四
歳．

四
五

’



六
月
、
「
文
芸
復
興
」
（
第
九
集
）
は
〔
特
集
・
宮
地
嘉
六
〕
を
、
『
新

郷
士
』
（
第
十
一
巻
第
六
号
通
号
二
三
号
）
は
〔
宮
地
嘉
六
追
悼
号
〕

を
刊
行
。

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）

四
月
五
日
、
佐
賀
市
神
野
公
園
で
宮
地
嘉
六
文
学
碑
「
豆
腐
屋
は
近
し
、

手
軽
な
自
炊
か
な
」
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

七
月
、
落
合
茂
、
多
田
文
三
、
長
崎
謙
二
郎
等
の
同
人
雑
誌
「
文
芸
復

興
」
に
参
加
。

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
七
十
五
歳
・

腎
臓
を
患
い
、
三
月
十
日
東
京
地
袋
の
矢
野
病
院
に
入
院
、
同
月
末
頃

肝
臓
癌
の
宣
告
を
う
け
、
四
月
十
日
午
後
七
時
四
十
分
矢
野
病
院
で
永

眠
。
十
一
日
、
東
中
野
の
高
徳
寺
で
通
夜
、
十
四
日
告
別
式
が
営
ま
れ

た
。
法
名
釈
嘉
祥
位
。
先
祖
代
々
の
墓
所
佐
賀
市
愛
敬
島
妙
念
寺
に
生

母
ヨ
シ
と
共
に
葬
ら
れ
た
。

二
箸
作
目
録

〔
単
行
本
〕

「
煤
煙
の
臭
ひ
』

四
六
判
三
六
二
頁
天
祐
社
大
正
八
年
十
月
十
五
日
発
行
一

円
六
十
銭

幸

〈
目
次
〉
免
囚
者
の
如
く
（
一
）
煉
煙
の
臭
ひ
（
三
）
赤
靴
（
薑
）
場
末
を
さ

ま
よ
へ
る
男
（
一
三
）
風
の
叫
び
（
三
一
）
恋
愛
に
陥
る
ま
で
（
三
）
甕
二
芸
）

口

心
の
浪
費
者
三
禿
）
河
岸
の
強
人
（
一
三
）
旋
盤
師
の
健
吉
三
発
）
彼
の
生
涯

の
第
二
期
三
完
）
停
船
三
空
）

『
或
る
職
工
の
手
記
』

四
六
判
三
六
五
頁
聚
英
閣
大
正
九
年
一
月
二
十
日
発
行
一

円
八
十
銭
鍋
井
克
之
装
順

〈
目
次
〉
或
る
耽
工
の
手
記
（
｜
）
騒
擾
後
（
三
）
音
戸
の
瀬
戸
（
禿
）
其
の

一
人
（
一
里
）
二
囚
徒
（
｜
芸
）
佐
吉
（
元
一
）
下
駄
（
一
豆
）
田
舎
出
（
三
二
帰

途
（
茜
一
）
鉄
工
場
（
三
三
．
新
開
港
地
（
一
石
二
隻
六
の
駒
三
完
）
書
留
郵
便

（
二
壱
）
第
三
の
継
母
三
児
）

『
放
浪
者
富
蔵
」

ポ
ケ
ッ
ト
判
一
六
一
頁
新
潮
社
大
正
九
年
五
月
二
十
五
日
発

行
五
十
銭
〈
新
進
作
家
叢
書
二
四
〉

〈
目
次
〉
・
放
浪
者
富
蔵
二
）
眉
毛
を
抜
く
男
（
芸
）
水
兵
の
宿
（
究
）
竹
本

一
座
（
三
二
お
花
（
一
元
）
適
齢
期
（
西
二

「
群
像
』

四
六
判
四
一
六
頁
太
陽
堂
大
正
十
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行

二
円
五
十
銭
〈
長
篇
小
説
〉

「
破
婚
ま
で
』

四
六
判
一
五
八
頁
新
潮
社
大
正
十
一
年
九
月
十
五
日
発
行

七
十
銭
〈
中
篇
小
説
叢
書
第
七
編
〉

「
小
説
作
方
講
話
」

四
六
判
二
○
四
頁
・
付
録
二
頁
学
芸
社
大
正
十
五
年
十
二

月
十
五
日
発
行
一
円
四
十
銭

口
剴
』
、

ｎ
Ｍ
跨
一
／



警鴬驚譲
輝
趣
歌
到
研
凝
蹴
乳
輪
輝
稚
唖
歎
・
鞠

…
宮
地
嘉
六
略
年
譜
並
著
作
目
録

蕊議

灘鰯蕊諺

譲鍵蕊驚

〈
凹
次
〉
作
家
志
望
の
人
々
へ
（
三
小
説
家
た
る
に
は
如
何
な
る
修
業
を
要

す
る
か
穴
）
小
説
に
は
師
を
要
す
る
か
（
三
）
小
説
家
た
る
こ
と
は
果
し
て

難
事
か
（
実
）
如
何
に
す
れ
ば
小
説
は
書
け
る
か
（
茜
）
小
説
を
書
く
場
合
の
態

度
（
完
）
い
ょ
ｊ
、
。
へ
ソ
を
取
っ
て
書
き
出
す
ま
で
（
一
三
）
小
説
の
書
き
出
し
に

つ
い
て
（
二
〈
）
作
家
と
見
聞
（
｜
完
）
『
温
泉
場
ス
ケ
ッ
チ
』
（
空
）
『
十
一
二
の

頃
』
（
さ
）
『
女
理
髪
師
』
（
老
）
創
作
問
答
（
三
一
）
小
説
の
会
話
に
つ
い
て

（
二
六
）
諸
家
の
文
章
〈
徳
醐
秋
声
、
島
崎
藤
村
、
正
宗
白
鳥
、
志
賀
直
哉
、
武

者
小
路
実
篤
、
加
能
作
次
郎
〉
（
一
壹
）
自
然
描
写
に
つ
い
て
（
一
発
）
創
作
問
答

補
添
（
一
茜
）
付
録
（
一
茜
）
付
録
・
連
作
小
説
に
つ
い
て
（
一
）
美
術
の
本
質
亀
）

※
巻
頭
に
自
序
一
頁

『
累
』

四
六
判
三
二
三
頁
学
芸
社
昭
和
二
年
四
月
二
十
五
日
発
行

一
円
八
十
銭
田
中
比
左
良
装
順

〈
月
次
〉
幻
滅
後
（
一
）
素
足
で
行
く
旅
人
奎
完
）
結
婚
雌
三
三
）
累
（
一
六
琴

※
巻
頭
に
「
序
に
代
へ
て
」
（
私
は
文
壇
の
野
党
で
あ
る
、
小
説
は
人
生
の
大
辞

書
だ
、
私
の
内
部
的
生
活
の
三
期
）
七
頁

『
愛
の
十
字
街
』

四
六
判
四
六
六
頁
改
造
社
昭
和
五
年
三
月
発
行
一
円
五
十

銭
〈
長
篇
小
説
〉

「
従
軍
随
筆
」

四
六
判
一
三
一
頁
赤
塚
書
房
昭
和
十
三
年
十
一
月
十
五
日
発

行
八
十
銭

〈
目
次
〉
頼
ま
れ
ざ
る
従
軍
禿
）
杭
州
（
二
一
）
江
南
平
野
宅
三
南
京
（
完
）

蕪
湖
（
一
往
）
蘇
州
に
て
（
一
完
）
前
線
か
ら
の
帰
途
（
一
元
）
著
者
に
よ
る
挿
絵
十

四
七



一

七
葉
あ
り

『
職
工
物
語
』

Ｂ
６
判
一
五
六
頁
中
央
労
働
学
園
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
三

十
日
発
行
百
十
円
〈
自
叙
伝
小
説
〉
巻
頭
に
山
川
均
、
山
川
菊
栄

の
序

↑
『
老
残
」

Ｂ
６
判
二
五
四
頁
中
央
公
論
社
昭
和
三
十
年
十
月
三
十
日
発

行
三
百
五
十
円
小
穴
隆
一
．
装
順

〈
目
次
〉
老
残
（
一
）
八
つ
手
の
蔭
（
宅
）
奇
遇
（
禿
）
黒
革
の
折
り
ヵ
尋
〈
ソ

（
三
ち
新
後
家
（
一
芸
）
呉
（
一
托
）
巣
立
鳥
（
三
空
あ
と
が
き
（
一
三
）

〔
全
集
所
収
作
品
〕

「
日
本
小
説
集
」
第
一
集

四
六
判
新
潮
社
大
正
十
四
年
六
月
六
日
発
行

〈
所
収
作
品
〉
や
き
も
ち

「
日
本
小
説
集
」
第
三
集

四
六
判
新
潮
社
昭
和
二
年
五
月
十
二
日
発
行

〈
所
収
作
品
〉
第
二
温
泉
場
ス
ケ
ッ
チ

『
日
本
小
説
集
』
第
四
集
・

四
六
判
新
潮
社
昭
和
三
年
五
月
二
十
日
発
行

〈
所
収
作
品
〉
軍
港
風
景

「
日
本
小
説
集
」
第
五
集

：
四
六
判
新
潮
社
昭
和
四
年
五
月
十
二
日
発
行

司
１
，
．
４
Ⅱ
！

〈
所
収
作
品
〉
新
開
町
ス
ケ
ッ
チ

四
八

『
新
興
文
学
全
集
」
第
五
巻
ｌ
宮
地
嘉
六
加
藤
一
夫
嬢
井
真
澄
新
井

紀
一
集
’
’

四
六
判
平
凡
社
昭
和
四
年
十
一
月
五
日
発
行

〈
所
収
作
品
〉
或
る
職
工
の
手
記
赤
シ
ャ
ツ
の
仲
間
生
活
の
沼

客
河
畔
豆
腐
屋
の
笛
放
浪
者
當
蔵
自
伝

「
現
代
日
本
小
説
大
系
』
第
三
十
二
巻
・

四
六
判
河
出
書
房
昭
和
三
十
一
年
五
月
十
五
日
発
行

〈
所
収
作
品
〉
竹
本
一
座
煤
煙
の
臭
ひ
彼
の
生
涯
の
第
二
期

『
現
代
日
本
文
学
全
集
』
開
ｌ
大
正
小
説
集
１
１

菊
判
筑
摩
書
房
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
二
十
日
発
行

〈
所
収
作
品
〉
煤
煙
の
臭
ひ

『
創
作
代
表
選
集
」
第
二
十
一
巻
ｌ
昭
和
三
十
二
年
下
半
期
’

四
六
判
講
談
社
昭
和
三
十
三
年
四
月
十
五
日
発
行

〈
所
収
作
品
〉
王
子
権
限
抄

『
現
代
日
本
文
学
全
集
」
銘
Ｉ
昭
和
小
説
集
白
ｌ

菊
判
筑
摩
書
房
昭
和
三
十
三
年
八
月
二
十
日
発
行

〈
所
収
作
品
〉
老
残

「
日
本
文
学
全
集
」
ｌ
名
作
集
目
大
正
篇
ｌ

Ｂ
６
変
型
判
新
潮
社
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
二
十
日
発
行

〈
所
収
作
品
〉
騒
擾
後

〔
雑
誌
・
新
聞
掲
載
作
品
〕

〈
小
説
〉

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）



鉄
工
．
場

，
大
正
四
年
（
一
九
一
七
）

佐
吉

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

帰
途

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）

卒
塔
婆
の
家

窮
迫
と
幻
想

停
船

其
の
一
人

足
跡

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）

免
囚
者
の
如
く

赤
靴

煤
煙
の
臭
ひ

場
末
を
さ
ま
よ
へ
る
男
・

風
の
叫
び

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）

変
態
に
陥
る
ま
で

甕心
の
浪
費
者

河
岸
の
強
人

彼
の
生
涯
の
第
二
期

，
宮
地
嘉
六
略
年
譜
並
著
作
目
録

／

洪
水
以
後

日
本
評
論

新
公
論

早
稲
田
文
学

新
潮

雄
弁

文
章
世
界

新
時
代

中
外

雄
弁

新雄中新中

時
日

代

新
公
論
２

廿
世
紀
９

新
・
公
論
加

,，弁外．本外
12107545322 9875 21

騒
擾
後

下
駄

或
る
職
工
の
手
記

音
戸
の
瀬
戸

お
千
代
と
其
の
母
（
発
禁
）

二
囚
徒

隻
六
の
駒

新
開
港
地

第
三
の
継
母

大
正
九
年
（
一
九
二
○
）

放
浪
者
當
蔵

眉
毛
を
抜
く
男
・

お
花

水
兵
の
宿

竹
本
一
座

適
齢
期

紺
屋
の
姉
妹

悪
夢
の
思
ひ
出

二
人
の
篝
男

城
下
町
へ
帰
っ
て
か
ら

佐
藤
中
隊
長
の
一
面

時
計
と
清
吉

悪
魔
の
敗
北

四

九

中
央
‐
公
論

新
時
代

改
造

文
章
世
界

解
放

雄
弁

解
放

内
外
時
論

ナ
ソ
エ
ス

解
放
１

新
公
論
１

青
年
改
造
１

内
外
時
論
１

報
知
新
聞
２

新
時
代
４

報
知
新
聞
４

文
章
倶
楽
部
４

文
章
世
界
５

文
章
倶
楽
部
５

新
潮
６

新
社
会
６

中
央
公
論
夏
臨

ク

12111110109997



一一ヨーー一一＝雫:ー

’

旅
の
一
夜

観
劇
会

裏
切
ら
れ
た
人
灸

燃
ゆ
る
頭

そ
の
頃

大
正
十
年
（
一
九
一
二
）

お
沢
と
そ
の
良
人

満
た
さ
れ
ぬ
を
逆
ふ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
哀
愁

婚
期
を
失
ふ
た
男

銭
を
拾
は
い
話

妙
な
音

二
階
す
ま
ひ

河
畔

温
泉
場
の
人
を

お
辞
儀
を
さ
れ
た
男

赤
シ
ャ
ツ
の
仲
間
．

地
下
室
に
て

大
正
十
一
年
（
一
九
一
三
）

生
活
の
沼

女
客

無
事
に
帰
っ
た
叔
母

破
婚
ま
で

け

解
放

福
岡
日
日

中
央
文
学

新
文
学

我
等

太
陽

小
説
倶
楽
部

中
央
公
論

淑
女
画
報

我
等

中
央
公
論

時
事
新
報

中
央
公
論

文
章
倶
楽
部

小
説
倶
楽
部

表
現

太
陽

淑
女
画
報

解
放

太
陽

新
潮

111110985532211 121111986652

工
場
主
の
娘

青
い
狸

幻
滅
後
の
新
し
い
幻

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）

豆
腐
屋
の
笛

ひ
と
り
こ
と
を
云
ふ
男

素
足
で
行
く
旅
人

放
浪
者
と
恋

、
珍
客

の
ぼ
る
へ
ち
ま

初
老

二
人
の
独
身
者
を
緯
る
縁
談

第
一
号
濫
房
に
て

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）

隣
の
嫁
さ
ん

素
描

花
子
の
訪
れ

女
車
掌

未
解
決
の
ま
上
に
生
き
る

橋
本
氏
の
半
生

悦
び
を
持
つ
女

悦
び
を
失
ふ
た
女

や
き
も
ち

手一

工L

○

我
観
１

新
潮
２

中
央
公
論
３

主
婦
倶
楽
部
４
．
８

中
央
公
論
６

中
央
公
論
夏
増

新
小
説
９

随
筆
９

文
章
倶
楽
部
、

太
陽
５

文
芸
春
秋
５

中
央
公
論
夏
増

文
章
倶
楽
部
７

新
潮
７

婦
人
公
論
９

太
陽
９

中
央
公
論
、

中
央
公
論
岨

太
陽

新
潮

中
央
公
論

121211



ザ

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）

朝
子
の
経
験

女
理
髪
師

珍
奇
な
艶
福

結
婚
難

放
浪
物
語

温
泉
場
ス
ケ
ッ
チ

愚
夫
患
婦

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）

妙
ち
き
り
ん
な
話

旅
人
よ
何
処
へ

客第
二
温
泉
場
ス
ケ
ッ
チ

耳累彼
女
は
何
を
思
ふ
た
か

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

な
り
ゆ
き
・

行
く
水

妻セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
父

屏
風

故
郷
な
れ
ば
こ
そ

宮
地
嘉
六
略
年
譜
並
著
作
目
録

’ 黒
潮

文
章
倶
楽
部

新
潮

文
章
倶
楽
部

文
芸
春
秋

新
潮

不
同
調

文
芸
時
報

文
芸
市
場

改
造

中
央
公
論

改
造

婦
女
界

婦
人
公
論
５

新
潮
６

中
央
公
論
夏
増

中
央
公
論
８

文
章
倶
楽
部
８

新
刈
哩

婦
人
公
論
皿1086522 121186431

軍
港
風
景

彼
は
さ
う
感
じ
た

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

時
雨
晴
れ
て
も

新
開
町
ス
ケ
ッ
チ

奇
遇

職
工
の
術

或
る
職
工
の
手
記
・

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

愛
の
十
字
街

ス
テ
ー
・
シ
ョ
ン
附
近

井
沢
氏
の
鼻
の
穴

不
意
に
来
た
叔
父

昭
和
五
年
二
九
三
○
）

父
を
畷
ふ

女
装
の
男

女
人
八
景

落
花
は
泥
土
に

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）

左
傾
蟹
脊
椎

煤
酌
疲
れ

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）

春
景
千
歳
川

五
一

新
潮
３

報
知
新
聞
６

オ
ー
ル
読
物
５

新
淵

文
学
時
代

報
知
新
聞

独
立
青
年

報
知
新
聞

新
潮

文
学
時
代

新
洲

新
測

文
章
倶
楽
部

文
芸
春
秋

文
章
倶
楽
部

新
潮

女苦

性楽

8．853 9832－8 108522 1211



昭
和
八
年
（
一
九
三
一
）

愛
憎
無
限

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）

早
春
挿
話

夜
半
の
歌

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）

縁
談
餓
侮

悪
魔
の
嫉
妬

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）

巷
艶
録

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
○
）

覆
水
の
記

昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）

老
残

昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）

奇
遇

八
つ
手
の
蔭

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）

王
子
権
限
抄

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）

抗
議

〈
評
論
・
随
筆
・
感
想
〉

大
正
六
年
二
九
一
七
）

報
知
新
聞

中
央
公
論

中
央
公
論
２

中
央
公
論
５

中
央
公
論
５

婦
人
公
論
皿
・
吃

中
央
公
論
６

中
央
公
論
２

中
央
公
論
９

中
央
公
論
３

文
芸
復
興
岨

文
芸
復
興
６ 102、

五
二

七
月
の
創
作
新
公
論
８

※
『
新
公
論
』
に
は
、
こ
の
他
嘉
六
の
執
筆
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
「
十
月
の
文

壇
」
（
大
四
・
十
一
）
”
「
十
一
月
の
文
壇
」
（
大
四
・
十
二
）
、
「
四
月
の
小
説
‐
｜

（
大
六
・
五
）
、
「
六
月
の
文
壇
」
（
大
六
・
七
）
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

ｘ
Ｙ
、
あ
る
い
は
ｘ
Ｙ
生
の
署
名
と
な
っ
て
い
る
。
，

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）

よ
く
動
く
目
玉
ｌ
葛
西
善
蔵
氏
の
印
象
Ｉ
新
湘
３

断
想
漫
言
読
売
新
聞
９

ま
れ
に
見
る
立
派
な
人
ｌ
藤
森
成
吉
氏
の
印
象
１
新
潮
、

職
工
か
ら
身
を
起
し
て
文
章
倶
楽
部
哩

嬉
し
く
又
悲
し
く
ｌ
本
年
発
表
せ
る
作
品
に
就
て
Ｉ
新
潮
哩

↑
大
正
九
年
（
一
九
二
○
）

私
の
創
作
の
実
際
文
章
倶
楽
部
１

私
の
餓
近
の
感
想
ｌ
芸
術
家
に
対
す
る
私
の
疑
惑
Ｉ
読
売
新
聞
２
函

感
じ
の
ま
ま
文
章
世
界
４

正
直
者
の
手
記
解
放
６

善
悪
は
分
ら
ぬ
ｌ
故
岩
野
泡
鳴
氏
に
対
す
る
思
ひ
出
１
新
潮
６

岩
野
氏
と
私
中
央
文
学
６

初
恋
の
思
ひ
出
文
章
倶
楽
部
７

－
つ
の
作
品
が
出
来
上
る
ま
で
文
章
倶
楽
部
７

小
説
家
に
な
っ
た
動
機
文
章
倶
楽
部
９

九
月
の
日
記
新
湘
、

癖
の
あ
る
藤
森
成
吉
氏
新
潮
ｕ

宇
野
浩
二
氏
の
文
章
文
章
倶
楽
部
、



文
壇
の
理
想
家
解
放
ｕ

念
を
入
れ
て
書
い
た
ｌ
本
年
発
表
せ
る
作
品
に
就
て
Ｉ
新
潮
岨

大
正
十
年
（
一
九
一
二
）

ゴ
オ
ル
キ
ー
の
作
の
特
色
中
央
文
学
１

学
問
の
あ
る
人
格
の
人
と
し
て
Ｉ
相
互
印
象
豊
島
氏
Ⅱ
文
章
倶
楽
部
１

宮
地
氏
ｌ

読
ん
だ
も
の
い
る
ノ
ー
〃
新
潮
２

現
代
の
社
会
に
於
て
如
何
な
る
も
の
に
興
味
慰
安
新
文
学
４

を
求
め
て
居
る
か

創
作
上
の
態
度
中
央
文
学
５

創
作
百
話
文
章
倶
楽
部
５

エ
ン
ジ
ン
の
歌
中
外
８

読
ん
だ
も
の
か
ら
新
潮
９

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
芸
術
読
売
新
聞
９
．
認
型

「
三
等
船
客
」
と
「
人
さ
ま
人
Ｉ
」
新
潮
哩

発
表
し
た
作
品
ｌ
本
年
発
表
せ
る
作
品
に
就
い
て
Ｉ
新
潮
哩

大
正
十
一
年
（
一
九
一
三
）

ま
だ
試
合
の
初
歩
だ
Ｉ
月
評
是
否
の
問
題
に
就
い
て
Ｉ
新
潮
１

早
春
十
日
文
章
倶
楽
部
４

私
と
葛
西
善
蔵
君
文
章
倶
楽
部
６２

芸
術
に
対
す
る
一
考
察
朝
日
新
聞
皿
い』１

多
少
許
せ
る
作
品
ｌ
予
が
本
年
発
表
せ
る
創
作
に
就
い
て
ｌ
新
湘
廻

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）

ゞ
宮
地
嘉
六
略
年
譜
並
著
作
目
録

回
想
記
文
芸
春
秋
８

蒟
蒻
の
味
文
芸
春
秋
ｕ

そ
っ
と
し
て
生
か
し
て
置
い
て
く
れ
中
央
公
論
、

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）

動
か
ぬ
電
車
の
中
で
文
芸
春
秋
１

非
手
前
味
噌
ｌ
大
正
十
二
年
の
自
作
を
回
顧
し
て
Ｉ
新
淵
１

詩
三
篇
文
芸
春
秋
８

震
災
後
一
年
の
思
ひ
出
１
大
農
火
災
一
週
年
に
面
し
て
Ｉ
中
央
公
論
９

題
材
そ
の
ま
ま
の
記
文
芸
春
秋
哩

嬉
し
か
っ
た
批
評
ｌ
予
が
本
年
発
表
せ
る
創
作
に
就
い
て
ｌ
新
湘
哩

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）

嬉
し
さ
Ｉ
私
の
初
め
て
得
た
原
稿
料
Ｉ
文
章
倶
楽
部
１

覚
え
帳
よ
り
文
芸
春
秋
４

過
去
の
印
象
文
章
倶
楽
部
５

思
っ
た
ま
ま
を
言
ふ
文
芸
春
秋
、

爽
快
な
る
氏
の
生
涯
ｌ
滝
田
樗
蔭
追
悼
記
Ｉ
中
央
公
論
胆

相
当
力
を
こ
め
た
ｌ
私
が
本
年
発
表
し
た
作
品
に
就
て
Ｉ
新
潮
哩

大
正
十
五
年
二
九
二
六
）

交
友
昔
話
文
章
倶
楽
部
’
４

私
の
嘱
望
す
る
新
作
家
、
改
造
、

机
上
ユ
ー
モ
リ
ス
ト
－
私
が
本
年
発
表
し
た
創
作
に
就
て
ｌ
新
潮
皿

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

私
の
余
技
娯
楽
に
就
い
て
の
趣
味
文
章
倶
楽
部
１

五
三



可.
机
上
「
一
Ｉ
モ
リ
ス
ト
の
言
葉

私
の
正
し
き
記
憶

文
芸
運
動
と
し
て
の
「
奇
蹟
」
同
人
の
進
出

大
正
年
間
に
現
は
れ
た
る
作
品
の
う
ち
最
も
記
憶

に
残
れ
る
も
の
。
／

「
居
酒
屋
」
の
読
後
感

あ
り
の
ま
具
の
話
’
一
人
一
話
ｌ

態
度
を
厳
粛
に
す
る
意
味
に
於
て
‐
ｌ
現
文
壇
と
私
の

立
場
Ｉ

掌
の
三
つ
の
筋

足
の
裏
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と

暑
中
日
記

宮
地
嘉
六
君
を
論
ず

あ
ま
り
書
け
な
か
っ
た
ｌ
風
が
本
年
発
表
し
た
作
品
に

就
い
て
ｌ

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

早
春
の
記

私
の
生
活
と
芸
術

私
の
三
日
間

室
生
犀
星
論

春
暁
の
感

小
寺
菊
子
女
史
の
作
品
を
語
る

国
家
の
文
芸
家
表
彰
に
就
て

新新新新文新文
章章
倶倶
楽楽

湘潮潮 ． 潮 部 潮部

新
潮

文
章
倶
楽
部

新
潮

新
潮

新
潮

文
章
倶
楽
部

文
章
倶
楽
部

文
章
倶
楽
部

新
潮

文
章
倶
楽
部

文
章
倶
楽
部

文
章
倶
楽
部

7655443 1211987 553 33 31

す
べ
て
は
文
学
修
業
か
ｌ
文
学
者
と
家
庭
生
活
’

た
し
か
に
病
的
だ
Ｉ
一
人
一
話
ｌ

逝
け
る
葛
西
善
蔵
君

八
月
の
日
記

龍
巻
を
見
た

体
験
よ
り
得
た
る
も
の
ｌ
私
の
小
説
作
法
ｌ

柄
に
な
い
お
し
や
、
ヘ
リ
を
す
る
ｌ
浪
が
本
年
発
表
し

た
創
作
に
就
い
て
ｌ

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

旋
雌
工
時
代
ｌ
私
の
十
七
八
九
の
頃
Ｉ

私
の
一
日

少
し
語
り
過
ぎ
る
か
ｌ
昭
和
四
年
に
発
表
せ
る
創
作
評
論

に
就
て
ｌ

昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）

春
閑
録

六
月
の
感
想

私
の
生
活

お
前
は
ど
こ
へ
行
く
ｌ
昭
和
五
年
に
発
表
せ
る
創
作
評
論

に
就
て
ｌ
‐

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）

作
家
生
活
余
談

昭
和
十
三
年
二
九
三
八
）

頼
ま
れ
ざ
る
従
軍
記
者1

五
四

中
央
公
論
９

報
知
新
聞

報
知
新
聞

『
新
文
芸
日
記

新
潮

文
章
倶
楽
部

文
章
倶
楽
部

新
潮

新
潮

文
章
倶
楽
部

文
章
倶
楽
部

新
潮

文
章
倶
楽
部

文
章
倶
楽
部

新
潮

又
学
時
代
７ 12 42 1222 1212119977



昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）

資
夫
君
と
私

ふ
る
さ
と
の
今
昔

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）

。
〈
チ
ン
コ
の
玉

雪港
町
の
妓
楼
通
い

奇
人
山
崎
今
朝
弥

暮
の
ち
ま
た

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）

歌
舞
伎
芝
居

東
京
フ
ァ
イ
ル
（
在
京
五
氏
の
消
息
）

昭
和
三
十
一
年
（
〃
一
九
五
六
）

と
そ
気
げ
ん

焼
跡
を
立
ち
の
い
て

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）

私
信

當
は
神
秘
な
る
借
金

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）

最
後
の
日
記
Ｉ
自
昭
和
三
二
年
一
二
月
一
○
日
至
昭
和

三
三
年
二
月
一
二
日
ｌ

徳
田
秋
声
先
生
と
僕
ｌ
偽
ら
ざ
る
の
記
Ｉ

※
発
表
年
月
・
誌
名
不
詳

宮
地
嘉
六
略
年
譜
並
著
作
目
録

’

’

宮
嶋
資
夫
『
遍
歴
』
８

新
郷
土
７

読
売
新
聞
３
．
８

新
郷
土
３

束
京
新
聞
７
・
別

文
芸
春
秋
ｕ

読
売
新
聞
理
・
妬

文
芸
復
興
４

束
京
新
聞
岨
血

西
日
本
新
聞
Ｉ

東
京
新
聞
３
・
訓

新新文
芸
復
興
、

文
芸
復
興
６

郷郷

士 士

81

（
掲
戦
誌
名
不
詳
）

田
舎
出
（
小
説
）

大
８
．
皿
マ
デ

書
留
郵
便
（
小
説
）
〃
〃

旋
盤
師
の
健
吉
（
小
説
）
〃
大
８
．
ｍ
マ
デ

真
珠
を
持
つ
男
（
小
説
）
〃
昭
５

あ
ま
り
に
戯
曲
的
（
小
説
）
‐
〃
〃

現
実
の
夢
（
小
説
）
雄
弁
〃

春
待
つ
心
（
小
説
）
キ
ン
グ
〃

古
い
仲
間
（
小
説
）
労
働
週
擬
昭
”
・
詔

公
判
傍
聴
記
法
律
新
報

義
妹
の
断
髪
（
小
説
）
令
女
界

そ
の
他
、
古
賀
残
星
主
宰
の
同
人
雑
誌
『
牧
人
』
、
『
若
草
』
等
に
も
掲
載
作
品
あ
り
。

（
あ
と
が
き
）

こ
の
著
作
目
録
は
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
、
森
木
修
編
集
・
発
行
に
よ
っ
て
五

十
部
作
成
し
、
同
年
四
月
十
日
、
東
京
都
港
区
麻
布
一
本
松
町
三
十
六
番
地
賢
崇

寺
に
お
い
て
、
世
話
人
・
広
津
和
郎
、
谷
崎
精
二
、
牧
野
武
夫
、
古
賀
残
星
氏
に

よ
り
、
宮
地
亮
六
七
年
忌
追
善
供
養
が
営
ま
れ
た
際
、
御
遺
族
青
木
弥
生
子
さ
ん

を
通
じ
て
関
係
者
に
お
配
り
し
た
『
宮
地
嘉
六
作
品
年
譜
』
を
も
と
と
し
た
も
の

で
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
り
若
干
補
訂
し
た
。
略
年
譜
は
、
今
回
新
た
に
付
け
加

え
た
も
の
で
あ
る
。
略
年
譜
の
作
製
に
あ
た
っ
て
は
、
青
木
弥
生
子
さ
ん
の
御
教

示
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
・
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
て
お
く
。
な
お
遺
漏
、

脱
落
も
あ
る
こ
と
と
お
も
わ
れ
る
が
、
大
方
の
御
教
示
を
得
て
補
訂
を
期
し
た
い
・

’
一
九
六
五
・
八
Ｉ

Ｌ
－
Ｌ

土
予
士

’


